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ご注意 CAUTION

コントローラの対応バージョンについて

マイクロシリンダRCLアクチュエータは、下表のコントローラのバージョン以降に対応しております。
これより前のバージョンでは、動作しません。また、動く場合でも、押付けの電流値を大きくした
場合、アクチュエータが発熱し、故障する場合があります。
これより前のバージョンのコントローラには、絶対に接続しないでください。
コントローラのバージョンアップに付きましては、弊社にご相談ください。

ACON・RACONコントローラ

ASELコントローラ

押付け動作のパソコン対応ソフト、

ティーチングボックスの対応バージョンについて

押付け動作の電流制限値71％～80％の設定は、下表のパソコン対応ソフト、ティーチングボックス
のバージョン以降で対応しております。
これ以前のバージョンでは、70％以下の設定となります。ご注意ください。
バージョンアップに付きましては、弊社にご相談ください。

コントローラタイプ バージョン
ACON-CY／SE／PO／PL V0012 以降
RACON（ROBONET） V0012 以降
ACON-C／CG （DIO仕様） V0015 以降

ACON-C／CG （フィールドバス仕様） V0001 以降

コントローラタイプ バージョン
ASEL V0.17 以降

コントローラタイプ パソコン対応ソフト

ACON-CY／SE／PO／PL
CON-T：V1.03

RACON（ROBONET）
RCM-E：V2.09

ACON-C／CG（DIO仕様）
V6.00.05.00以上 RCM-P：V2.09

ACON-C／CG（フィールドバス仕様）
RCM-PM-01：V1.00
RCM-T：V2.09





全　般

●下記の用途に使用しないでください。
１．人命および身体の維持、管理等に関わる医療器具
２．人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置
３．機械装置の重要保安部品
当該製品は高度な安全性を必要とする用途に向けて企画、設計されていません。人命を保証しません。
また、保証の範囲は納入する当該製品だけです。

設　置

●発火物、引火物、爆発物等の危険物が存在する場所では使用しないでください。発火、引火、爆発の可
能性があります。
●製品を取り付ける際には、必ず確実な保持、固定（ワークを含む）を行なってください。製品の転倒、
落下、異常作動等によって、ケガをする可能性があります。

危　険

安全上のご注意（ご使用の前に必ずお読みください）

本製品の取付け、運転、保守、点検の前に、この取扱説明書と本製品に接続されるすべての機器および周
辺装置の取扱説明書および関連書類をすべて熟読し、正しくお使いください。また、これらの作業は、機
器や安全に関する十分な知識を持った方によって行ってください。以下に示す注意事項は、製品を正しく
安全にお使いいただき、人体への危害や財産の損害を未然に防止するためのものです。

この取扱説明書では、安全注意事項を「危険」「警告」「注意」「お願い」にランク分けしています。

なお、 や　　　　　　であっても、状況によっては重大な結果を招く可能性が
あります。
いずれも重要な内容を記載しています。ご熟読の上、十分に注意してお取扱いください。
また、本取扱説明書は、必要なときにいつでも取り出して読めるよう大切に保管するとと
もに、必ず最終ユーザ様まで、お届けいただきますようお願いいたします。

危　険 取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る危険が差し迫って生じると想定される内容です。

警　告 取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る可能性が想定される内容です。

注　意 取扱いを誤ると、傷害または物的損害の可能性が想定される内容です。

お願い 傷害の可能性はないが、当該製品を適切に使用するために守っていただきたい内容です。

注　意 お願い



●本体、コントローラに水滴、油滴などがかかる場所での使用は避けてください。
●製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断再接続は絶対に行わないでくださ
い。火災の可能性があります。

運　転

●製品の作動中または作動できる状態のときは、機械の作動範囲に立ち入らないでください。アクチュエ
ータが不意に動くなどして、ケガをする可能性があります。

●製品に水をかけないでください。水をかけたり、洗浄したり、水中で使用すると、異常作動によるケガ、
感電、火災などの原因になります。

保守、点検、修理

●製品は絶対に改造しないでください。異常作動によるケガ、感電、火災等の原因になります。
●製品の基本構造や性能・機能に関わる不適切な分解組立は行わないでください。ケガ、感電、火災など
の原因になります。

全　般

●製品の仕様範囲外では使用しないでください。仕様範囲外で使用されますと、製品の故障、機能停止や
破損の原因となります。また、著しい寿命の低下を招きます。特に、最大積載重量や最大速度は守って
ください。

設　置

●非常停止、停電などシステムの異常時に、機械が停止する場合、装置の破損・人身事故などが発生しな
いよう、安全回路あるいは装置の設計をしてください。

●製品に電気を供給する前および作動させる前には、必ず機器の作動範囲の安全確認を行ってください。
不用意に電気を供給すると、感電したり、可動部との接触によりケガをする可能性があります。

●製品の配線は「取扱説明書」で確認しながら誤配線がないように行ってください。ケーブル、コネクタ
ーの接続は抜け、ゆるみのないように確実に行ってください。製品の異常作動、火災の原因になります。

運　転

●製品の可動部を手で動かすとき（手動位置合わせなど）はサーボオフ（ティーチングボックス使用で）
していることを確認してから行ってください。ケガの原因になります。

●ケーブルは傷をつけないでください。ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、巻き
付けたり、重いものを載せたり、挟み込んだりすると、漏電や導通不良による火災や感電、異常作動等
の原因になります。

●停電したときは電源を切ってください。停電復旧時に製品が突然動き出しケガ、製品の破損の原因にな
ります。

●製品に異常な発熱、発煙、異臭が生じた場合は、ただちに電源を切ってください。このまま使用すると
製品の破損や火災の可能性があります。

●異音が発生したり振動が異常に高くなった場合は、ただちに運転を停止してください。このまま使用す
ると製品の破損、損傷による異常作動、暴走等の原因になります。

●製品の保護装置（アラーム）がはたらいた場合は、ただちに電源を切ってください。製品の異常作動に
よるケガ、製品の破損、損傷の可能性があります。電源を切った後、原因を調べ、その原因を取り除き、
電源を再投入してください。

●製品の上に乗ったり、足場にしたり、物を置かないでください。転倒事故、製品の転倒、落下によるケ
ガ、製品の破損、損傷による誤作動、暴走等の原因となります。

警　告



保守、点検、修理

●製品に関わる保守点検、整備または交換などの各種作業は、必ず電気の供給を完全に遮断してから行っ
てください。なお、この時下記の事項を守ってください。
１．作業中、第三者が不用意に電源を入れないよう「作業中、電源投入禁止」などの表示を見やすい

場所に掲げてください。
２．複数の作業者が保守点検を行う場合は、電源の入り切り軸の移動は必ず声をかけて安全を確認し

て行ってください。

廃　棄

●製品は火中に投じないでください。製品が破裂したり、有毒ガスが発生する可能性があります。

設　置

●直射日光（紫外線）のあたる場所、塵埃、塩分、鉄粉のある場所、多湿状態の場所、有機溶剤、リン酸
エステル系作動油等が含まれている雰囲気中で、使用しないでください。短期間で機能が喪失したり、
急激な性能低下もしくは寿命の低下を招きます。
●腐食ガス（硫酸や塩酸など）の雰囲気で使用しないでください。錆の発生による強度の劣化の可能性が
あります。
●下記の場所で使用する際は、遮蔽対策を十分行ってください。措置しない場合は、誤作動を起こす可能
性があります。
１．大電流や高磁界が発生している場所 ３．静電気などによるノイズが発生する場所
２．溶接作業などアーク放電の生じる場所 ４．放射能に被爆する可能性がある場所

●振動や衝撃が伝わる場所には、設置しないでください。
●運転中になにか危険なことがあったとき直ぐ非常停止が掛けられる位置に非常停止装置を設けてくださ
い。ケガの原因になります。
●製品の取り付けには、保守作業のスペース確保をお願いします。スペースが確保されないと日常点検や、
メンテナンスなどができなくなり装置の停止や製品の破損につながります。
●製品の運搬、取付時は、リフトや支持具で確実に支えたり、複数の人により行うなど、人身の安全を確
保して十分に注意して行ってください。
●設置のとき、製品の可動部、ケーブルを持たないでください。ケガの原因になります。
●アクチュエータ、コントローラ間のケーブルは、必ず弊社の純正部品を使用してください。なお、アク
チュエータ、コントローラ、ティーチングボックスなど各構成部品は弊社の純正部品の組合せで使用し
てください。
●ブレーキ機構は、垂直軸電源オフ時のスライダ落下防止用です。安全ブレーキなどに使用しないでくだ
さい。
●据付・調整等の作業を行う場合は、不意に電源などが入らぬよう「作業中、電源投入禁止」などの表示
をしてください。不意に電源等が入ると感電や突然のアクチュエータの作動によりケガをする可能性が
あります。

注　意



運　転

●電源を投入するときは上位の機器から順に投入してください。製品が急に起動し、ケガ、製品破損の原
因になります。

●製品の開口部に指や物を入れないでください。火災、感電、ケガの原因になります。
●製品の上に乗ったり、足場にしたり、物をおくことによる駆動部分への傷、打痕、変形を与えないでく
ださい。製品の破損、損傷による作動停止や性能低下の原因になります。

保守、点検、修理

●アクチュエータのグリースを塗布するときは保護メガネを使用してください。グリースが飛び目に入る
と目の炎症をおこします。

設　置

●製品を垂直に取り付けて使用する場合は、必ず垂直仕様（ブレーキ付）を使用してください。
●機械装置等の作動部分は、人体が直接触れることがないよう防護カバー等で隔離してください。
●停電時にワークが落下するような制御を構成しないでください。機械装置の停電時や非常停止時におけ
る、テーブルやワーク等の落下防止制御を構成してください。

●テーブルの直進精度を上げ、ボールネジおよびリニアガイドの滑らかな運動を確保するために、下記の
事項に注意してください。
１．本体の取付面は平面度0.05袢以内に仕上げてください。
２．アクチュエータの剛性を得るために、設置取付面を十分とってください。

設置・運転・保守

●製品を扱う場合は、必要に応じて保護手袋、保護メガネ、安全靴等を着用して安全を確保してください。

保守、点検、修理

●保守のとき、ガイド用及びボールネジ用グリースは指定のグリースを使用してください。特に、フッ素系グリ
ースと、リチウム系グリースが混ざると潤滑不良や抵抗増大等により機械に損傷を与える場合があります。

廃　棄

●製品が使用不能、または不要になった場合は、産業廃棄物として適切な廃棄処置を行ってください。

■「安全上のご注意」全般についてお守りいただけない場合は、弊社は一切の責任を負えま
せん。

お願い

その他



強い力で引っ張らないようにしましょう。

ケーブル処理における禁止・注意事項

IAアクチュエータ、コントローラを使用してアプリケーション・システムを作り上げる場合、各ケーブ

ルの引回しや接続が正しく行われないと、ケーブルの断線や接触不良等の思わぬトラブル発生につながり、

ひいては暴走を引き起こす事にもなりかねません。ここでは、ケーブル処理方法に関する禁止事項につい

て説明しますので、内容をよくお読みいただき確実なケーブル接続を行なってください。

ケーブルには折り目、ヨジレ、ネジレを

つけないようにしましょう。2.

ケーブルの一ヶ所に回転が加わらないよ

うにしましょう。4. ケーブルの固定は適度にし、締めすぎな

いようにしましょう。5.

はさみ込み、打ちキズ、切りキズを付け

ないようにしましょう。6.

1.

3.

カールコードの使用

スチールバンド
（ピアノ線）

軽く結束する。

ケーブルがひんぱんに曲る場
所にはスパイラルチューブは
使わないようにしましょう。

１ヶ所に屈曲動作が集中しないようにしましょう。



●ケーブルベア内に占める収納ケーブル類の

容積は６０％以下にしましょう。
●信号線は強電回路と混在させないように

しましょう。

ケーブル

ケーブルベア

動力電源線
ダクト

信号線
（フラットケーブル等）

●ケーブルベアやフレキシブルチューブ内でカラミやヨジレが無いように、また、ケーブルに自由度が

有り結束しないようにしましょう。（曲げた時に突っ張らない事）

曲げ半径ｒ 

●付属ケーブルはロボットケーブルでないので 
　絶対にケーブルベアに収納しないでください。 

●ケーブルベアは曲げ半径ｒ＝50mm以上を 
　使用してください。 

●中継ケーブルは必ず  
　ロボットケーブルを 
　使用してください。 

7.ケーブルベア使用時の注意
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1

1. はじめに
お買い上げいただき誠にありがとうございます。

本取扱説明書は、アクチュエータの正しい取扱い方や構造・保守等について解説したものです。

お使いになる前に、必ずこの取扱説明書をお読みのうえ、正しくお取扱いくださいますよう、お願い申し
上げます。

尚、作動に関しては、コントローラの取扱説明書も併せて充分にお読みください。

2. 安全上の注意

2.1 基本的な取扱い
・本取扱説明書及びコントローラ取扱説明書に記していない取扱い及び操作等に関しては、できないもの
と考え行わないでください。

・アクチュエータ、コントローラ間の配線は、必ず、弊社純正品をお使いください。

・機械が作動中の状態または電源が投入されている時は、機械の作動範囲に人が立ち入ることは危険を伴
う恐れがありますので、絶対に避けてください。

2.2 保守点検作業
・保守点検作業は、必ず、コントローラの電源を遮断して行ってください。

・点検作業中に第三者が不用意に電源を入れないよう、充分配慮してください。

・点検作業中はその旨を明記したプレート等を見やすい場所に表示してください。

・複数の作業者が保守点検を行う場合は、互いの安全を確認して作業を進めてください。

特に電源の入切や、軸移動を伴う作業は必ず声を出し、安全を確認して行ってください。

（ご注意）

・本書の内容は、改良・改善の為、将来予告なしに変更することがあります。

・本書の内容については万全を期していますが、万一誤りやお気付きの点がございましたら、

弊社までご連絡ください。
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3. 保証

3.1 保証期間

保証期間は以下のいずれか先に達した期間内と致します。

3.2 保証範囲

上記期間中に弊社の責任により故障を生じた場合は、無料で修理を行います。但し、次に該当する事項
に関しては、保証範囲から除外されます。

・塗装の自然退色等、経時変化

・消耗部品の使用による損耗（ステンレスシート等）

・機能上に影響のない発生音等、感覚的現象

・使用者側の不適当な取扱い、並びに保守点検の不備

・弊社または弊社代理店以外の改造

・弊社以外のコントローラを用いた事が原因で起きた故障

・天災、事故、火災等による場合。

尚、保証は納入品単体の保証とし、納入品の故障により誘発される損害はご容赦願います。

修理は工場持ち込みによるものと致します。

技術者派遣は保証期間内であっても別途費用を申し受けさせていただきます。

・　弊社出荷後18ヶ月。

・　ご指定場所に納入後12ヶ月。

・　稼働2500時間



4. 各部の名称
アクチュエータ各部の名称を次に示します。

・ブレーキなし仕様

3

二面幅 

パイプ ケーブル 

リア 

エンコーダ 
カバー ロッド 

フロント 

ブレーキケーブル 

モータ、エンコーダケーブル 

エンコーダカバー 

ロッド 

パイプ 二面幅 

フロント リア 

・ブレーキ付き仕様



5. 運搬、取扱い

5.1 梱包状態での取扱い

特にご指定がない場合、出荷は単軸の場合は各軸毎に梱包しております。

極力ぶつけたり落下せぬよう運搬取扱いには充分な配慮をお願い致します。

・静置するときは水平状態としてください。

・梱包の上に乗らないでください。

・梱包が変形するような重い物、あるいは荷重の集中する品物を乗せないでください。

5.2 梱包から出した状態での取扱い
アクチュエータを梱包から出して取扱う際はパイプ部分を持って取扱いください。

・持ち運びの際、ぶつけたり、落下させることのないよう注意してください。特にロッドに衝撃や過大な
力が加わらないよう注意願います。

・アクチュエータは、ケーブルを持って運搬したりケーブルを引っ張って移動させないようにしてくだ
さい。

・エンコーダカバーを強く押したり、衝撃が加わらないようにしてください。カバーおよび内部部品が破
損します。

補足）アクチュエータ各部の名称は「4. 各部の名称」を参照ください。

4
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5.3 組付け状態での取扱い

アクチュエータの各軸を組付けた状態で運搬する際は下記の注意を願います。

5.3.1 弊社より組付けた状態での出荷

ご指定いただいた機械は弊社にて組付け後、出荷試験を行い、スキッドに外枠を打付けた梱包を施してお
届けいたしております。

梱包は運搬中にロッドが不用意に移動せぬよう固定してあります。また組合せユニットのアクチュエータ
の場合、先端部が外部振動により大きく振れぬよう固定してあります。

・この梱包は落下あるいは衝突による衝撃に耐えるための特別な配慮をしておりません。取扱いは慎重に
行ってください。また外枠は上積み荷重には耐えられませんので、上に重量物を乗せないでください。

・ロープ等で吊り上げる場合はスキッド下面の補強枠から支えてください。フォークで持ち上げる場合も
同様にスキッド下面から持ち上げてください。

・下ろす際には衝撃が加わったり、バウンドしないように扱ってください。

開梱後は下記に従って取扱ってください。

5.3.2 周辺機器と組付け状態での取扱い

弊社より組付け状態で出荷した機械を開梱後、あるいは御社にて組付けを行った機械を、組付け状態で運
搬する場合は、次の注意事項に従った取扱いをお願いいたします。

・運搬中ロッドが不用意に移動しないよう、ロッド部を固定してください。

・アクチュエータの先端部が張り出している場合、先端部が外部振動により大きく振れないよう適切な固
定をしてください。

・先端を固定しない状態での運搬では0.3G以上の衝撃を加えぬようにしてください。

・アクチュエータを含む周辺機器をロープ等で吊り上げる際は本体に直接、ロープが触れないようにして
ください。

・ロープの荷重は適切な緩衝材を通して直接ベース本体が受けるようにしてください。

・Ｙ軸は先端を別のロープで支え、安定した水平姿勢を保持するようにしてください。又このときスクリ
ューカバーに荷重が加わらぬよう注意してください。

・本体の各部ブラケット、カバー、あるいはコネクタボックスに荷重が加わらぬよう注意してください。
またケーブルが挟まれたり、無理な変形がないようにしてください。
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6. 設置環境、保存環境

6.1 設置環境
設置にあたっては次の条件を満たす環境としてください。

・ 直射日光があたらないこと。

・ 熱処理炉等、大きな熱源からの輻射熱が機械本体に加わらないこと。

・ 周囲温度は0～40℃。

・ 湿度85％以下、結露のないこと。

・ 腐食性ガス、可燃性ガスのないこと。

・ 通常の組立作業環境であり、塵埃が多くないこと

・ 水滴、オイルミスト、切削液がかからないこと。

・ 衝撃や振動が伝わらないこと。

・ 甚だしい電磁波、紫外線、放射線がないこと。

・ 本製品は耐薬品性の考慮はされておりません。

一般には作業者が保護具なしで作業できる環境です。

6.2 保存環境

保存環境は設置環境に準じますが、長期保存では特に結露の発生がないよう配慮ください。

特にご指定のない限り、出荷時に水分吸収剤は同梱してありません。結露が予想される環境での保存の
場合、梱包の外側から全体を、あるいは開梱して直接、結露防止処置を施してください。

保存温度は短期間なら60℃まで耐えますが、1カ月以上の保存の場合は50℃までとしてください。
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7. 取付

7.1 本体の取付

7.1.1 取付け方法

本体が円筒形状です。穴形状の相手と固定が可能となっています。

注意ラベル A

B φd

パイプ外径 パイプ固定可能範囲
止めネジ式

機種
φd（寸法公差） A

固定可能範囲

B

RA1L 16（0／－0.1） 90 30

RA2L 20（0／－0.1） 115 40

RA3L 25（0／－0.1） 164 55

本体取付部寸法
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穴以外の板などでクランプした場合には、パイプが変形するので行わないでください。

注意：パイプ固定の締付け力が過大となると、パイプが変形し動作不良、故障の原因となります。

推奨取付方法

クランプ（割り締め）式

パイプに適合する穴形状でクランプしてください。

パイプ締付け力に関して

クランプボルトを締め込んで行き、パイプが保持できる必要最低限の締付けトルクで固定するようにして
ください。

表に本体パイプを把持するクランプ力の目安を示します。

表に記載されているクランプ力以上で締め付けないようにしてください。

使用するブラケットの形状や剛性、クランプボルトのサイズ・締付けトルク等によりパイプに加わる力は
変わりますので、ご注意ください。

機種
クランプ力

（参考値）

RA1L 1000［N］（100kg）以下

RA2L 1500［N］（150kg）以下

RA3L 2000［N］（200kg）以下

パイプのクランプ力（参考値）
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その他の取付方法

止めネジ（セットスクリュー）式の場合

注意：止めネジを強く締めすぎると、パイプに変形が生じて動作不良・故障の原因となります。

止めネジ式の場合、クランプ式に比べ、アクチュエータとネジの接触面が局部的に大きく変形します。

内部部品保護の為、「7.1 本体の取付」に記載されています「本体取付部寸法」の止めネジ取付可能範囲
Bを守って固定するようにしてください。

また止めネジは小径のものを使用し、複数箇所で固定するよう配慮してください。

大きなサイズの止めネジで締め付けると、大きな軸力がパイプに加わりパイプの変形が大きくなります。

止めネジサイズ 締付けトルク［N・m］

M2.5 0.18 以下

M3 0.32 以下

止めネジの締付けトルク（参考値）



10

7.1.2 取付けブラケット

取付けブラケットは、次の様な汎用製品をご利用いただけます。

各ブラケットにつきましては、メーカーに直接お問い合せください。

（1）シャフトブラケット
メーカー：岩田製作所

●RA1L ●RA2L

型式：B16CP4 型式：B20CP4

●RA3L

型式：B25CP4

Q注意：本体をクランプする際は、規定の締付けトルクを厳守してください。
アクチュエータの破損の原因となります。

φ
44 28

14.212

M4ボルト 

φ
48 33

14.212

M4ボルト 

φ
53 38

14.212

M4ボルト 
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（2）マルパイジョン
メーカー：三好パイジョン

●RA1L ●RA2L

型式：PN600 型式：PQ600

●RA3L

型式：PH600

（3）シャフトホルダ
メーカー：ミスミ

●RA1L ●RA2L

型式：SHKSBT16 型式：SHKSBT20

●RA3L

型式：SHKSBT25

Q注意：本体をクランプする際は、規定の締付けトルクを厳守してください。
アクチュエータの破損の原因となります。

36

18

1448
38 M5ボルト 

40
20

14
42
52 M5ボルト 

43
20

17
50
64 M6ボルト 

45
25

15
30 22 M5ボルト 

30

58

24
40 32 M6ボルト 

51

25

24
40 32 M6ボルト 
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7.2 搬送物の取付

・ロッド先端のネジ部に搬送物を取付してください。ネジには不完全ネジ部がありますので注意してくだ
さい。

・取付の際は、ロッドにトルクが加わらないように二面幅をスパナで保持した状態で締結してください。
ロッドに過大なトルクが加わると内部の部品が損傷します。

・ロッドの材質はアルミニウムです。付属ナットは下記の推奨締付けトルクで締結してください。締付け
トルクが過大の場合、ネジ部が破損します。

A

BW

M

二面幅 

φ
D

機種
M

A
B φD W

ネジ呼び径 ネジ有効長さ ロッド径 二面幅

RA1L M4 10 8 6 5.5

RA2L M5 12 10 8 7

RA3L M6 14 12 10 8

搬送物取付部寸法

機種 付属ナット 推奨締付トルク

RA1L M4ナット（1種） 0.75N・m

RA2L M5ナット（1種） 1.5N・m

RA3L M6ナット（1種） 2.6N・m

付属ナット　推奨締付けトルク
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8. 配線ケーブル処理

・ケーブルが固定できない用途では自重で撓む範囲での使用か、自立型ケーブルホース等、大半径の配線
とし、ケーブルへの負荷が少なくなるよう配慮ください。

・ケーブルを切断して延長したり、短縮、あるいは再結合しないでください。

・ケーブルを引っ張ったり、無理に屈曲させることのない様にしてください。

8.1 ブレーキ付き仕様の場合のブレーキボックス取付け
ブレーキ付き仕様の場合は、ブレーキボックス　RCB-110-RCLB-0を取り付ける必要があります。

8.1.1 ブレーキボックス　RCB-110-RCLB-0

1
2

2
1

1
4

MADE IN JAPAN

RCB-110-RCLB-0

SERIAL No.

65（1.8） （1.8） 

48 8.5

2.
75

45 50
.5
56

2-φ3.5

RDY（GREEN） 
ALM（RED） 

RDY＋ 

RDY－ 

24V

0V

BK IN

BK RLS（GREEN） 
RLS SIG（YELLOW） 

BK OUT

3

25

ブレーキ信号出力コネクタ 
コントローラに接続 

LED表示 
・緑：RDY　電源投入後、アラームなし状態 
・赤：ALM　ブレーキ過負荷アラーム発生状態 

LED表示 
・緑：BK RLS 
　　　ブレーキリリース状態 
・黄：RLS SIG 
　　　ブレーキ解除信号の出力 

ブレーキ信号出力コネクタ 
マイクロシリンダに接続 

電源、 
RDY出力コネクタ 

項目 仕様
電源電圧 DC24V±10％
電源電流 MAX2.5A（ブレーキ解除時、約110ms間）
重量 約35g

ピン番号 信号名 内容
1 RDY＋ レディー接点
2 RDY－ ブレーキ過負荷アラーム時、オープン。
3 ＋24V

DC＋24V電源入力
4 0V

［電源、RDY出力コネクタ］

対応電線：AWG24～16
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8.1.2 ブレーキボックスの接続および立ち上げ

①ACONコントローラおよびASEPコントローラとの接続例を示します。（ASELコントローラは、ACONコント
ローラと同様の接続となります）

接続例に従って、接続してください。

②ブレーキボックスに＋24Vの電源を接続し、＋24V電源を入力してください。

ブレーキ解除時は、約110ms間、最大2.5Aの電流が流れます。

MADE IN JAPAN

RCB-110-RCLB-0

SERIAL No.

RDY（GREEN） 
ALM（RED） 

RDY＋ 

RDY－ 

24V

0V

BK IN

BK RLS（GREEN） 
RLS SIG（YELLOW） 

BK OUT

接続例 
ブレーキボックス 
（RCB-110-RCLB-0） 

DC24V電源 

モータ、エンコーダケーブル 
（CB-ACS-MPBA＊＊＊） 

マイクロシリンダ 
（ブレーキ付き仕様） 

ブレーキケーブル 
（CB-ACS-MPBA＊＊＊） 

ACON

MADE IN JAPAN

RCB-110-RCLB-0

SERIAL No.

RDY（GREEN） 
ALM（RED） 

RDY＋ 

RDY－ 

24V

0V

BK IN

BK RLS（GREEN） 
RLS SIG（YELLOW） 

BK OUT

ブレーキボックス 
（RCB-110-RCLB-0） 

DC24V電源 

モータ、エンコーダケーブル 
（CB-APSEP-MPBA＊＊＊） 

マイクロシリンダ 
（ブレーキ付き仕様） 

ブレーキケーブル 
（CB-ACS-MPBA＊＊＊） 

ASEP
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9. 使用上のご注意

9.1 アクチュエータに加わる負荷

・カタログ値に示された負荷を超えない範囲でご使用ください。

・ロッドに回転トルクが掛からないようにしてください。

・ロッド移動方向に対して垂直に負荷（横荷重）が加わらないようにガイド等を設けてください。

9.2 温度上昇

・ロッドの移動を連続して行う場合、或いは押付け動作を長時間連続して行う場合には、本体およびロッ
ドが高温になりますので注意してください。
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9.3 電源投入時、ソフトウェアリセット時の注意事項

電源投入時、あるいはソフトウェアリセット時、モータの磁極検出処理を行います。

この磁極検出中にロッドが動いた場合、動作異常となる恐れがあります。

電源投入直後、ソフトウェアリセット直後の短時間（約3秒）は、ロッドが静止状態を保つようにしてく
ださい。

9.4 原点位置

起動後に原点復帰動作が必要です。

原点はロッド引込み側に1箇所です。（変更はできません。）

原点付近に干渉がないよう装置を構成してください。

9.5 振動・共振音の抑制

負荷の大きさや動作条件、取付状態、機械剛性等の影響により振動や共振音が発生する場合があります。
このような場合には、次に示すトルクフィルタ時定数（パラメータ）を大きくすることで、振動・共振音
を抑制出来ることがあります。

ただし、大きくしすぎると制御系の安定を損なうことがあります。ご注意ください。

パラメータの設定・変更方法は、コントローラに対応するパソコン対応ソフト取扱説明書又はティーチン
グボックスの取扱説明書をご参照ください。

ACON・RACONコントローラ

ASELコントローラ

パラメータNo. 名称 初期値 設定値
33 トルクフィルタ時定数 0 25 又は　50

ドライバ　パラメータNo. 名称 初期値 設定値
45 トルクフィルタ時定数 0 25 又は　50

Q注意：トルクフィルタ時定数以外のパラメータについてはアクチュエータ仕様に合わせて適
切に設定されております。トルクフィルタ時定数以外のパラメータは、変更しないで
ください。



0 0.5 1 1.5 2
加速度［G］ 

RA1L 可搬質量（水平）と加速度 

質
量
［
kg
］
 

0.6 
0.5 
0.4 
0.3 
0.2 
0.1 
   0

デューティ70%

連続動作 
可能 

0 0.5 1 1.5 2
加速度［G］ 

RA3L 可搬質量（水平）と加速度 

質
量
［
kg
］
 

2.5 

2 

1.5 

1 

0.5 

   0

デューティ70%

連続動作 
可能 

0 0.5 1 1.5 2
加速度［G］ 

RA2L 可搬質量（水平）と加速度 

質
量
［
kg
］
 

1.2 

1 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

   0

デューティ70%

連続動作 
可能 
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10. 運用条件
マイクロシリンダのご使用の際には、以下の設定を行ってください。

10.1 加速度の設定

（1）水平設置の場合

加速度は、可搬質量とデューティにより決定されます。

グラフは、可搬質量とデューティに対する加速度の上限値を示したものです。

デューティが70％を超え100％までの場合は、連続動作可能（100％）の値、70％以下の場合は、70％
の値により加速度を設定してください。

機種 RA1L RA2L RA3L
加速度 連続動作

デューティ70%
連続動作

デューティ70%
連続動作

デューティ70%［G］ 可能 可能 可能
0.1

0.5 1 20.3 0.5 1 2
0.5 0.42 0.85 1.6
1 0.2 0.25 0.4 0.5 0.78 1
1.5 0.11 0.15 0.24 0.3 0.46 0.6
2 0.07 0.1 0.15 0.2 0.3 0.4

※ロッドに横荷重や回転不可が加わらぬよう負荷は、外付けガイド等で受けるようにしてください。

可搬質量（水平）と加速度 ［kg]

運転時間

運転時間　＋　停止時間
デューティ＝ ×100
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（2）垂直設置の場合

機種別の可搬質量に対する最大加速度を、次のグラフと表に示します。

以下の加速度と可搬質量の条件で連続動作可能です。

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1
加速度［G］ 

質
量
［
kg
］
 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

   0

RA1L

RA2L

RA3L

可搬質量（垂直）と加速度の相関 

加速度

［G］
RA1L RA2L RA3L

0.1

0.3

0.5
0.1 0.2 0.4

1

可搬質量（垂直）と加速度 ［kg］

※ロッドに横荷重や回転負荷が加わらぬよう負荷は外付けガイド等で受けるようにしてください。
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0.1G  0.5kg
0.3G  0.5kg
0.5G  0.5kg
1G     0.25kg
1.5G  0.15kg
2G     0.1kg

0 5 10 15 20 25

移動距離［mm］ 

時
間
［
s］
 

0.50 
0.45 
0.40 
0.35 
0.30 
0.25 
0.20 
0.15 
0.10

RA1L　タクトタイム 

設定速度：300mm／sec 
設置姿勢：水平 

0.1G  1kg
0.3G  1kg
0.5G  1kg
1G     0.5kg
1.5G  0.3kg
2G     0.2kg

0 5 10 15 20 25 30

移動距離［mm］ 

時
間
［
s］
 

0.55 
0.50 
0.45 
0.40 
0.35 
0.30 
0.25 
0.20 
0.15 
0.10

RA2L　タクトタイム 

設定速度：340mm／sec 
設置姿勢：水平 

 

（3）タクトタイムの目安

グラフは、最大速度の場合の各加速度に対するタクトタイムを示したものです。

移動時間の目安としてください。

※ロッドに横荷重や回転負荷が加わらぬよう負荷は外付けガイド等で受けるようにしてください。
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 0.1G  2kg
0.3G  2kg
0.5G  2kg
1G     1kg
1.5G  0.6kg
2G     0.4kg

0 5 10 15 20 25 30 35 40

移動距離［mm］ 

時
間
［
s］
 

0.60 
0.55 
0.50 
0.45 
0.40 
0.35 
0.30 
0.25 
0.20 
0.15 
0.10

RA3L　タクトタイム 

設定速度：450mm／sec 
設置姿勢：水平 

※ロッドに横荷重や回転負荷が加わらぬよう負荷は外付けガイド等で受けるようにしてください。
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10.2 押付け動作の電流制限値の設定

押付け動作を行う場合には、押付け力を決める電流制限値を設定します。

グラフは、押付け力に対する電流制限値を示したものです。

押付け力を調整する時の目安としてください。

※押付け時間に制限はありません。連続押付けが可能です。

RA3L

押付け電流設定 

RA2L

RA1L

押
付
け
力
［
N
］
 

10 
9 
8 
7 
6 
5 
4 
3 
2 
1 
   0
30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 電流制限値［％］ 

押付け時の速度 
20mm／sec

※水平状態でロッドには無負荷、取付物なしの状態 

電流制限値 30% 40% 50% 60% 70% 80%

RA1L 0.75 1 1.25 1.5 1.75 2

RA2L 1.5 2 2.5 3 3.5 4

RA3L 3 4 5 6 7 8

押付け力の目安 ［N］

Q注意：・押付け力は電流制限値で調整しており、電流制限値が低い場合は、押付け力の変動
が大きくなります。電流制限値は、60％～80％範囲内で、出来ればお使いください。
・マイクロシリンダの固体差、押付け位置による押付け力の変動があります。

Q注意：電源制限値71％～80％の設定は、パソコン対応ソフト、ティーチングボックスのバー
ジョンによっては、設定できない場合があります。
本取説冒頭の「ご注意」をご確認ください。
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機種 可動部質量［N］

RA1L 0.5

RA2L 1

RA3L 1.8

水平 

押付け力＝推力 
F＝f

押付け力＝推力＋可動部質量 
F＝f＋m

押付け力＝推力－可動部質量 
F＝f－m

垂直（下向き押付け） 垂直（上向き押付け） 

可動部質量 m

可動部質量 m

押付け方向による影響

図のように、垂直設置の場合は、可動部質量の影響を考慮する必要があります。

可動部質量



23

11. 保守点検

11.1 点検項目と点検時期

11.2 外部目視検査
目視検査では次の項目を確認してください。

11.3 清掃
・外面の清掃は随時行ってください

・清掃は柔らかい布等で汚れを拭いてください。

・隙間から塵埃が入り込まないよう、圧縮空気を強く吹き付けないでください。

・石油系溶剤は、樹脂、塗装面を傷めるので使用しないでください。

・汚れが甚だしい時は中性洗剤またはアルコールを柔らかい布等に含ませて軽く拭き取る程度にしてくだ
さい。

外部目視検査

始　業　点　検 ○

稼動後1ヶ月 ○

稼動後3ヶ月 ○

以降3ヶ月毎 ○

稼動後3年又は走行距離5000km ○

以降1年毎 ○

・本体取付ボルト等の緩み

本　　　体 ・ロッド摺動部の目視点検（異物の付着のないこと）

・ロッドを手動で移動させた時のスムーズな動作

ケーブル類 傷の有無、コネクタ部の接続確認

総　　　合 異音、振動
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12. 仕様

12.1 アクチュエータ本体

＊1 デューティ70％の時の値です。

項目 単位 RA1L RA2L RA3L

ストローク mm 25 30 40

定格推力＊1 N 2.5 5 10

最大可搬質量
水平 kg 下の表を参照。

垂直＊2 kg 0.1 0.2 0.4

瞬時最大推力 N 10 18 30

最大加速度 G 水平2G 垂直1G

最大速度 mm／s 300 340 450

繰返し位置決め精度 mm ±0.1

重量（ブレーキなし） kg 0.2 0.33 0.6

項目 単位 RA1L RA2L RA3L

保持荷重＊3 垂直＊4 kg 0.1 0.2 0.4

保持精度＊3 mm 1mm以下

寿命ブレーキ回数 ─ 10万回

重量（ブレーキ付き） kg 0.25 0.4 0.77

（注）＊2：ブレーキなし仕様の場合、垂直に使用しますと、サーボOFF時、電源OFF時にロッド
が重力で落下します。ご注意ください。

加速度

［G］
RA1L RA2L RA3L

0.1

0.3 0.5 1 2

0.5

1 0.25 0.5 1

1.5 0.15 0.3 0.6

2 0.1 0.2 0.4

可搬質量（水平）と加速度 ［kg］

【ブレーキ付き（オプション）に関する仕様】

＊3 ロッドの表面状態など様々な要因で変化します。特に、油や異物等が付着する環境では保証できま
せん。

＊4 垂直設置以外の取付姿勢は、保証できない場合があります。
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12.2 ケーブル図

12.2.1 サーボモータ用ケーブル：CB-MPA＊＊＊　　＊＊＊はケーブル長を
示します

アクチュエータ側 
端子番号 

コントローラ側 
端子番号 結線図 

［ABZ 用］〔シリアル用〕 

品番 品　　名 型　　番 メーカ

① リセ・ハウジング D-1100D 1-1827863-1 AMP

② リセ・コンタクト D-1 1827570-2 AMP

③ ソケット DF1E-3S-2.5C ヒロセ

④ ソケット用コンタクト DF1E-2022SCF ヒロセ

⑤ ハウジング PHDR-18VR JST

⑥ コンタクト SPHD-001T-P0.5 JST

⑦ UL2854-VVSWKA TS06V1200（25AWG×7P＋22AWG×6C） タツタ電線
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12.2.2 サーボモータ用ケーブル（ブレーキケーブル付き）：CB-ACS-MPBA＊＊＊　
＊＊＊はケーブル長を示します

ブレーキBOXに接続 

L

60±5（45） 100±20

15±5
500±20

①② 

⑧ 

⑥⑦ 

⑨ 

③④ 

⑤⑥ 

（A11） 

（A1） 

（B11） 

（B1） 

品番 品　名 型　番 メーカ

① リセ・ハウジング D-1100D 1-1827863-1 AMP

② リセ・コンタクト D-1 1827670-2 AMP

③ ソケット DF1E-3S-2.5C ヒロセ

④ ソケット用コンタクト DF1E-2022SCF ヒロセ

⑤ ハウジング PHDR-18VR JST

⑥ コンタクト SPHD-001T-P0.5 JST

⑦ ハウジング PAP-02V-S JST

⑧ UL2854-VVSWKA TS06V1200（25AWG×7P＋22AWG×6C） タツタ電線

⑨ UL2854-OHRPCVV TS07V0640（25AWG×2C） タツタ電線

アクチュエータ側 
端子番号 

ブレーキボックス側 
端子番号 

結線図 
［ABZ用］（シリアル用） 

コントローラ側 
端子番号 

結線図 
［ABZ用］（シリアル用） 

コントローラ側 
端子番号 

① 

⑦ ⑤ 

A1 
B1 
A2 
B2 
A3 
B3 
 
A4 
B4 
A5 
B5 
A6 
B6 
A7 
B7 
A8 
B8 
A9 
B9 
A10 
B10 
A11 
B11

4 
3 
2 
 
 
18 
17 
14 
13 
12 
11 
10 
9 
8 
7 
6 
5 
 
1 
 

1 
2 
3
③ 

⑤ 

1 
2

茶［BK＋］〔LS＋〕 
茶［BK－］〔LS－〕 

16 
15

赤［U］〔U〕  
黄［V］〔V〕 
黒［W］〔W〕 

NC 
NC 
NC 
 
 
 

桃（赤・）［LS＋］〔LS＋〕 
桃（青・）［LS－］〔LS－〕 
白（赤・）［A＋］〔－〕 
白（青・）［A－］〔－〕 
橙（赤・）［B＋］〔－〕 
橙（青・）［B－］〔－〕 
灰（赤・）［Z＋］〔SD＋〕 
灰（青・）［Z－］〔SD－〕 
橙（赤・連続）［－］〔BAT＋〕 
橙（青・連続）［/PS］〔BAT－〕 
灰（赤・連続）［VCC］〔VCC〕 
灰（青・連続）［GND］〔GND〕 

NC 
（シールド）［FG］〔FG〕 
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12.2.3 サーボモータ用ケーブル（ブレーキケーブル付き）：CB-APSEP-MPBA＊＊＊　
＊＊＊はケーブル長を示します

（A11） 

（A1） 

（B11） 

（B1） 

ブレーキBOXに接続 

（30） （25） （15） 

L

500±20
⑧ 

ロットNo.型式銘 
⑦ 

①② 
③ 
④ 

⑤⑥ 

品番 品　名 型　番 メーカ

① ハウジング D-1100D 1-1827863-1 AMP

② コンタクト D-1 1827570-2 AMP

③ ハウジング PADP-24V-1-S 日本圧着端子製造

④ コンタクト SPND-001T-C0.5 日本圧着端子製造

⑤ ハウジング（C側） PAP-02V-S 日本圧着端子製造

⑥ コンタクト（C側） SPHD-001T-P0.5 日本圧着端子製造

⑦ UL2854-OHFRPCVVSW 25AWG×6P＋25AWG×2C＋22AWG×6C,TS08V0350 タツタ電線

⑧ UL2854-OHRPCVV TS07V0640（25AWG×2C） タツタ電線

23
22

21

8
7

2
1

B11 24
A11

17A10
19B10

B9 18
A9 20

9A5
10B5

B8 16
A8 15

13A7
14B7

B6 12
A6 11
B3 6

3B2
4A3

A2 5
B1 2

1A1

コントローラ側 
端子番号 

アクチュエータ側 
 端子番号 

結線図 

NC
NC

黄（識別テープ）［GND］ 
白（識別テープ）［VCC］ 

緑（識別テープ）［GNDLS］ 
赤（識別テープ）［VPS］ 

茶（識別テープ）［LS－］ 
黒（識別テープ）［LS＋］ 

黒［Z＋］ 
茶［Z－］ 

緑［B－］ 
赤［B＋］ 
黄［A－］ 

青［BK－］ 
茶［BK＋］ 

NC
シールド［FG］ 

白［A＋］ 

NC
茶［W］ 
白［V］ 
黒［U］ 

NC
NC

ブレーキボックス側 
端子番号 結線図 

コントローラ側 
端子番号 

③ 

③ ⑤ 

① 
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12.2.4 ブレーキ中継ケーブル：CB-RCLB-BJ＊＊＊　＊＊＊はケーブル長を
示します

①② ⑤ ③④ 

ブレーキボックス側 
端子番号 

1 
2

空［BK＋］ 
桃［BK－］ 

1 
2

結線図 アクチュエータ側 
端子番号 

① ③ 

品番 品　名 型　番 メーカ

① ハウジング XAP-02V-1 JST

② コンタクト SXA-01T-P06 JST

③ プラグハウジング SLP-02V JST

④ コンタクト SSF-21T-P14 JST

⑤ 電子機器配線用ケーブル EXT-2/20276LF（AWG20×2C） 太陽ケーブルテック
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12.3 外形寸法図
12.3.1 RCL-RA1Lブレーキなし仕様
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12.3.2 RCL-RA1Lブレーキ付き仕様（オプション）
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12.3.3 RCL-RA2Lブレーキなし仕様
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12.3.4 RCL-RA2Lブレーキ付き仕様（オプション）
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12.3.5 RCL-RA3Lブレーキなし仕様
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12.3.6 RCL-RA3Lブレーキ付き仕様（オプション）
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